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１．八尾市の概況

総人口 265,765人
世帯数 126,087世帯
（R2.7.31現在）

特徴
・中核市
・河内音頭
（世界記録）
・中小企業が多い
・歴史がある
（古墳や古い街並み）



八尾市のごみ処理体制

収集→家庭系ごみ 直営（約40台）
事業系ごみ 許可業者（28社）

処理→大阪広域環境施設組合八尾工場（焼却）
八尾市立リサイクルセンター（破砕、リサイクル）
八尾市立一般廃棄物最終処分場（埋立）

ごみ処理の流れは別紙参照

１．八尾市の概況



２．平成３０年台風２１号の対応
平成３０年９月４日に近畿地方に大きな被害を
もたらした「非常に強い」台風



２．平成３０年台風２１号の対応
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２．平成３０年台風２１号の対応

収集した災害廃棄物量

可燃物 945ｔ

粗大ごみ・トタン等 400ｔ

瓦・植木鉢 65ｔ

合計 1,410ｔ

① ごみの内容を聞き取る。
② 通常収集で出せるくらいの量か確認する。
通常収集で出せる場合は通常収集を促す。

③ 収集連絡票を使って、排出物、量、大きさ等、できるだけ詳しく聞き
取る。

④ 内容の確認を行い、詳細は後日、市から連絡することを伝える。
⑤ 収集担当の環境事業課に収集連絡票を渡し引き継ぐ。

収集件数

全体の収集件数 1,792件

（内、９月の収集） 1,681件

（内、休日収集） 753件

最初の1週間の電話件数 819件



想定される災害

大和川の氾濫

生駒断層帯地震

やお防災マップ

市東部は山麓地帯に
あたるため、地盤が
ゆるみやすく、土砂災
害が発生しやすい。

他にも南海トラフ地震
を想定

３．災害廃棄物処理計画の策定



資源循環課・・・計画の立案、策定担当

環境事業課・・・ごみ収集担当

環境施設課・・・処理施設管理運営担当
し尿収集担当

主に３課で策定。他にも・・・
環境施設課・・・環境対策（大気、水質、土壌等）
産業廃棄物指導課・・・PCB廃棄物等の有害廃棄物

担当課・関係部署

３．災害廃棄物処理計画の策定



策定までのスケジュール

時期 内容

令和元年８月22日

入札（条件付一般競争入札）
・H26からH30までに２件以上の災害廃棄物処理計
画を策定していること 等
該当登録業者23社→５社の参加

令和元年８月～12月
計画案作成（入札までに素案は完成させていた）
担当課打ち合わせ
関係部署との調整

令和２年１月20日～２月19日
パブリックコメント
・提出人数２名、意見３件

令和２年３月 議会報告・策定・公開

３．災害廃棄物処理計画の策定



・ 災害廃棄物処理業務の役割分担

・ 仮置場の選定

・ 損壊家屋の解体・撤去

・ 思い出の品等の取り扱い

調整事項（廃棄物関係部署以外）

３．災害廃棄物処理計画の策定



・ 素案は完成させておいた方が望ましい
・ 関係部署との調整は念入りに
・ 担当者同士の足並みはできるだけ揃える
・ 最悪の被害状況を想定した計画に
・ 適宜見直し、次代に引き継げる計画に

まとめ・ポイント

３．災害廃棄物処理計画の策定

八尾市災害廃棄物処理計画の全容はこちら

ご清聴ありがとうございました。


